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と
幼
児
教
育
を
一
緒
に
担
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
選
択
す
る
保
護
者

が
増
え
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
の
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
公
立
幼

稚
園
が
担
う
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、

施
設
の
規
模
や
利
用
定
員
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
議

会
と
し
て
も
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
美
野
里
地
区
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
。

Ａ
．
現
在
、
美
野
里
地
区
は
小
曽
納
・
花

野
井
・
竹
原
下
郷
地
区
の
整
備
を
進
め
て

い
る
状
況
で
す
。
そ
の
東
側
に
位
置
す
る

先
後
・
清
風
台
・
橋
場
美
・
西
郷
地
・
小

岩
戸
地
区
ま
で
の
延
伸
に
は
一
定
の
期
間

を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市
は
財
源

確
保
に
努
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
事
業

推
進
を
目
指
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
．
高
速
道
路
の
側
道
の
立
木
に
つ
い
て
。

Ａ
．
道
路
に
張
り
出
し
た
立
木
等
の
枝
伐

採
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
の
管
理

責
任
に
よ
り
対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
行
政
側
で
無
許
可
伐
採
等
が
で
き
な

い
た
め
、
適
正
管
理
を
所
有
者
に
お
願
い

せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。ま
た
、

立
木
等
を
規
制
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
市
執
行
部
と
と
も
に
研
究
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
第
２
班
》　
小
川
会
場

﹇
開
催
日
﹈　

平
成
29
年
８
月
４
日
（
金
）

﹇
会　

場
﹈　

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー（
ア
ピ
オ
ス
）

﹇
参
加
者
﹈　

17 

名

﹇
主
な
意
見
・
要
望
等
﹈

Ｑ
．
空
家
対
策
に
つ
い
て
議
会
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
空

家
等
デ
ー
タ
の
整
備
後
に
、
所
有
者
の
意

向
を
踏
ま
え
、
空
家
バ
ン
ク
掲
載
等
を
行

う
こ
と
で
利
活
用
が
図
れ
る
仕
組
み
を
構

築
し
、
ま
た
、
管
理
不
全
な
空
家
等
は
法

令
に
基
づ
き
行
政
措
置
等
を
実
施
す
る
予

  
第
３
回  

       
小
美
玉
市
議
会
報
告
会
を
開
催
！　

に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
も
の
や
生
産
を

開
始
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
た
め
、
平

成
30
年
４
月
受
付
分
よ
り
返
礼
率
抑
制

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
よ
り
元
の
処
理

場
跡
地
に
中
継
所
が
必
要
と
思
う
が
。

Ａ
．
不
便
解
消
策
の
一
つ
と
し
て
、
不

燃
粗
大
ご
み
や
大
型
家
電
等
を
対
象
と

し
た
戸
別
回
収
な
ど
、
住
民
ニ
ー
ズ
を

捉
え
な
が
ら
、
軽
減
策
に
つ
い
て
、
議

会
と
し
ま
し
て
も
働
き
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
．
行
政
区
の
高
齢
化
等
の
現
状
と
対
策
は
。

Ａ
．
行
政
区
は
市
民
の
自
治
組
織
と
の

連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
市
行
政
を

円
滑
に
図
る
た
め
設
置
し
て
い
ま
す
。

区
役
員
の
負
担
軽
減
等
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
行
政
区
の
現
状
を
調
査
し
、
区

長
会
の
皆
様
と
市
執
行
部
と
と
も
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
美
野
里
地
区
の
公
立
幼
稚
園
の
園
児
が

減
少
し
て
い
る
。
市
で
は
、
公
立
幼
稚
園
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
保
育
園
の
多
様
な
就
労
形
態
に
対

応
し
た
保
育
時
間
、
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
し
た
幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
保
育

８月３日　美野里公民館にて

　

小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

市
議
会
で
は
、
８
月
上
旬
、
市
内
３
会

場
に
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
市
民
の
皆
様
に
議

会
の
活
動
状
況
を
ご
報
告
す
る
こ
と
に

よ
り
、
議
会
活
動
へ
の
ご
理
解
並
び
に

皆
様
か
ら
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
伺

い
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
３
会
場
で
の
主
な
質
問
、
意

見
交
換
・
要
望
等
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。
な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

《
第
１
班 

》　

美
野
里
会
場

﹇
開
催
日
﹈　

平
成
29
年
８
月
３
日
（
木
）

﹇
会　

場
﹈　

美
野
里
公
民
館

﹇
参
加
者
﹈　

13 

名

﹇
主
な
意
見
・
要
望
等
﹈

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
謝
礼
に
つ
い
て
３

割
を
限
度
と
す
る
総
務
省
通
知
が
あ
る
が
。

Ａ
．
現
在
、
小
美
玉
市
で
は
寄
付
額
の

５
割
以
内
で
返
礼
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
返
礼
品
は
季
節
も
の
を
多

数
採
用
し
て
お
り
、
す
で
に
発
送
準
備

議会報告会
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定
と
の
こ
と
で
す
。
議
会
と
し
て
も
、
先

進
事
例
の
調
査
を
行
い
空
家
対
策
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
現
在
、
市
で
は
、
学
校
跡
地
利
活

用
に
つ
い
て
全
市
的
な
考
え
方
等
を
定

め
る
「
小
美
玉
市
学
校
跡
地
利
活
用
基

本
方
針
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
末
の
策

定
を
目
指
し
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
学
校
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
百
里
基
地
周
辺
の
騒
音
及
び
航
空

祭
等
の
交
通
渋
滞
に
つ
い
て
。

Ａ
．
騒
音
軽
減
及
び
航
空
祭
等
の
交
通

渋
滞
解
消
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
百

里
基
地
へ
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
．
茨
城
空
港
の
Ｐ
Ｒ
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
誘
致
は
。
ま
た
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
延
伸
は
。

Ａ
．
茨
城
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
就
航
先
で
の
空

港
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い

て
、
県
内
自
治
体
の
事
例
調
査
な
ど
誘

致
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
つ
い
て

は
、
関
連
市
議
会
議
長
に
よ
る
会
議
に

お
い
て
茨
城
空
港
延
伸
に
関
す
る
期
成

同
盟
会
設
立
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
と
臭
気
対
策
の

視
察
か
ら
１
年
が
経
過
す
る
が
、
調
査
研
究
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
国
庫
補
助

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
予
算
の
計
上
及

び
第
2
次
総
合
計
画
で
の
位
置
付
け
は
。

Ａ
．
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
事
業
化
に
あ

た
っ
て
は
、
幅
広
い
検
討
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
農
業
者
や
事
業
者
に
対
す
る

意
向
調
査
な
ど
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
国
庫
補
助
に
つ
い
て
は
、
農
水
省
や

経
産
省
な
ど
の
多
様
な
事
業
が
あ
り
、
事

業
の
方
向
性
に
よ
る
選
択
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
に
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
の
調
査
研
究
等
を
明
記
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
か
。

Ａ
．
病
院
の
存
続
を
第
一
と
し
、
議
会

か
ら
民
間
移
譲
に
よ
る
経
営
改
革
を
市

に
提
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

小
美
玉
市
病
院
事
業
経
営
改
革
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
、
今
後
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

民
間
移
譲
に
よ
る
経
営
改
革
を
目
指
し

て
行
き
ま
す
。
公
募
で
は
、
高
齢
化
社

会
で
の
在
宅
医
療
や
介
護
に
対
す
る
協

力
等
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

《
第
３
班
》　
玉
里
会
場

﹇
開
催
日
﹈　

平
成
29
年
８
月
５
日
（
土
）

﹇
会　

場
﹈　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
）

﹇
参
加
者
﹈　

19 

名

﹇
主
な
意
見
・
要
望
等
﹈

Ｑ
．
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
行
政
区
負
担
に
つ
い
て
。

Ａ
．
行
政
区
で
管
理
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
い
電
気

料
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
に
向
け
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
白
雲
荘
に
つ
い
て
、
今
度
つ
く
ら

れ
る
ご
み
処
理
場
に
併
設
し
て
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
お
風
呂
を
つ
く
っ
て
欲

し
い
。
そ
の
際
、
温
泉
を
掘
っ
て
観
光

振
興
の
1
つ
に
し
て
欲
し
い
。

Ａ
．
新
処
理
施
設
整
備
に
伴
う
新
た
な

地
域
還
元
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

霞
台
厚
生
施
設
組
合
を
事
業
主
体
に
推

進
し
ま
す
。
今
後
の
検
討
段
階
に
お
い

て
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
が

十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
主
体
で

あ
る
組
合
並
び
に
構
成
市
町
と
密
に
連

携
し
な
が
ら
協
議
調
整
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
．
広
域
ご
み
処
理
場
の
周
辺
道
路
整

備
を
切
望
し
ま
す
。

Ａ
．
整
備
計
画
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は

事
業
主
体
の
組
合
が
実
施
し
た
地
元
説

明
会
等
を
通
じ
て
、
地
元
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
十
分
考
慮
し
計
画
さ
れ
た

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
着
実
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
組
合
が
実
施
す
る
整
備
事
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
霞
ケ
浦
の
砂
浜
復
活
を
。

Ａ
．
霞
ケ
浦
の
人
工
砂
浜
に
つ
い
て
は
、

魅
力
的
な
水
辺
の
環
境
づ
く
り
、
交
流
の

拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
事

業
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
国
交
省
と
の

協
議
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

８月４日小川文化センター（アピオス）にて

 議会報告会



　   12
  平成 29 年 9月定例会

Ｑ
．霞
ケ
浦
の
環
境
保
全
と
そ
の
施
策
に
つ
い
て
。

Ａ
．
霞
ケ
浦
の
水
質
は
徐
々
に
は
改
善

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
富
栄
養
化
の
現

象
が
進
み
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
成

が
盛
ん
に
な
り
、
異
常
に
繁
殖
す
る
こ

と
で
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
流
域
住
民
の
水
質
浄
化
へ
の

意
識
高
揚
を
図
る
た
め
夏
季
を
「
霞
ケ

浦
水
質
浄
化
強
化
月
間
」
と
し
て
関
係

団
体
と
と
も
に
広
報
啓
発
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
外
来
種
で
あ
る
ブ
ル
ー
ギ

ル
の
駆
除
作
業
を
平
成
24
年
度
に
完

了
、
県
で
は
漁
業
に
よ
る
水
質
浄
化
機

能
促
進
事
業
と
し
て
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ

な
ど
の
外
来
種
を
平
成
28
年
に
お
い
て

３
１
９
ト
ン
を
処
分
し
て
い
ま
す
。
船

溜
ま
り
は
市
内
に
6
カ
所
あ
り
、
使
用

者
で
あ
る
漁
協
に
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
る
よ
う
指
導
し
て
行
く
と
の
こ
と

で
す
。

　

国
交
省
で
は
、
西
浦
全
体
で
８
０
０
万

㎥
の
浚
渫
作
業
を
完
了
、
ま
た
、
園

部
川
が
霞
ケ
浦
に
流
入
す
る
地
点
に
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
設
置
し
、
浄
化
効
果

を
検
証
中
と
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
．
玉
里
地
区
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
。

Ａ
．
玉
里
小
中
一
貫
校
の
建
設
場
所
は
、

準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
現
在
の
玉
里

中
学
校
敷
地
内
に
配
置
す
る
こ
と
に
決

定
を
し
、
ま
た
、
通
学
に
関
す
る
こ
と

な
ど
開
校
ま
で
の
様
々
な
検
討
事
項
は
、

来
年
度
か
ら
協
議
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

※  

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
会
で
と
り

ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
（
48
）
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
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） ８月 5日　生涯学習センター（コスモス）にて

 　一般質問      
                  市民の声を市政に

◇小川　賢治（13ページ） 
◇村田　春樹（13ページ）
◇関口　輝門（14ページ）
◇鈴木　俊一（14ページ）
◇福島ヤヨヒ（15ページ）
◇長島　幸男（15ページ）
◇石井　　旭（16ページ）
◇植木　弘子（16ページ）
◇木村　喜一（17ページ）
◇戸田　見成（17ページ）
◇谷仲　和雄（18ページ）
◇幡谷　好文（18ページ）▲　本庁舎の１階と各総合支所の１階

ロビーにＴＶモニターを設置して
います。

議会報告会


